
最 近 の 亀 戸 工 場

Eameido Works ofI｣ate

所魚戸工場ほHj｣拾･10年に設立されてより小〕

余年､技術の向上に挟みなき精進を続け､数々の優秀な

軌格を生み汁lし今日に季っているし.

肛縮機に於ては､標準旺桁機の製作は勿論のこと､こ

れと並んで昭和航工株式会社納高圧ガ1循環ボン77､大

多罫.天然ガーく株式会社納横型5段高圧宥然ガ1庄脛闇等

の胆作な異聞狂して､往年その按′術を った高圧圧縮機

の分野に市進川しィ今回日脚ヒ学より300気圧1,600HP

の受注を見た_.送風機も亦､鉱山､鉄道､船舶等の外肥

料を始め化学工業界へ各種製品を統･ンと納入している､･.

椙動機ほ劃湖畔lな流れ作業による量枚方式によF.)､日

立モートルの名声を一段と高揚しているが､特に各種の

-
-
-滅相 用特殊高性饉のノ戒動機は紡絹､化学､鉱山､耗

対係､輸田用と需要が増大し､その優秀性饉を謳

われているしJ

柱上変圧 は､堆後郡市復興､産業再建に大なる貢献

なしてきたが､現在は叉､馬力開発の般に沿って需要ほ

梅めて旺盛であり､儀動機と 様流れ作

稚に努める一方性能向上のため噺

方式むこよる掻

なる設計を行い､杭

々新製品を市場に送り､斯射の絶対的庖好評を槽して1＼

る｡

以上何れの機種に於ても斬新なる設計と多年の

生L子二

騎を

､拉び科学的な工場管理､品質管理と相

傑って､多量の高性能製品を市場に供給し日本 済再建

のため鷲闘している次第であるt)

以下最近の工場彩色及び新製品についてその概腰を述

べることi･こする｡

エ場の彩色調整

最近ようやく我国に於ても各種工業､鉱山､造船関係

フ.之びその他関係者濫より工場の彩色調 か取り上けられ

てきた′,魚戸工場は昨年3月に荊手し現在までに90%

日立製作所亀戸工場全 景

以上の完成を見でr∫るがこの事は日立製作所に於て最初

に!夫施された工場と言うほかりでなく､いまや金剛勺に

も有名になってきた｡それに今後壁際粧慄施計耐を行わ

んとする参考工場としての

て居る次第である｡

戦後の荒廃した職場環境が我国庫

なる原因をなして､職場の整理

災t与の上にも多大

屯酎よ雄業安全のため絶

対要件である幕は申すまでもなく認められて果て居たの

であるが､然しなから生産能率の向上を計り戦後の復興

を-一一日も早からしむるた捌ここの点は無視されかちでふ

った1亀戸工場 昨宜- 年労働 よi)D.Wolter氏:(総司

令部G.11.Q.安全顧問)の安全指導工場に指嚢をうけ

てより以来工場の 頓について隣心して居たのでこき)

るか､此の機会に工場と言うものは薄暗く､滞ぎたない

処だと言う今までの観念を-一一尉して､働く人か人生の大

!1を生酒する 場融弾こ働くため りの生活の場所でな

く､家庭と同様楽しき場所とすべく工場の葉化を異施し

たのである.】米国その他においても､各工場に於て能率

向上､品質の改善､労働者の健康保持等のた捌こ彩色を

科学｢榊こ有加こ利用して陪るとの事で､亀戸工場もこの

を実施するにi･よ､彩色基準表を指定して行ったL■その

結果を紳脚こ述べると､工場内の暗い環境惣一堀して明

るく快 な感じを与え､或ほ安全感を醍生する様な快

な環時の職場となって､従来 料は主として設備の防錆

保護､叉ほ一部装飾に用いられるものであるとLか考え

られなかった様であるが､次の様な点に期待出来る様に

思われる｡

ワ

照度が増し照明効率が良くなり､文物の識別か谷易

になり限の疲労を減少する｡

安全衛生標識により危険箇処に注意を喚起し､或は

不必要な緊張感から解放され精子郎勺疲労が減少して災

告が防止される｡

彩色調整により清軌轟､秩序感が憾生され【'1然と整

頓清掃状態が保持改琶され作業環境が良好となる一･
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4･作業環境が明朗化され働く者の志気か同上さ′れ又不

良率か減少し或は品質の向上か期持Ⅲ凍る.二

以上の点についても相当の効果を得たものと信じで】･三

るが今後は此の良き作業環博捜いつまでも侭枯Lて､往

業員と共によりよき工場へ耗進し､工場生産､品質の改

善忙より以上の結果を得られる事を確信する｡

日立診療用=重焦点Ⅹ緑葉畳

かねてより 作研究を罵ねていた､日立診粕川1Ⅹ線装

閲は先頃完成を見､去ろ4月1日より大阪市公余望に於

いて､開催された日本医学放射線学会大会の展読会に=

崩して､医学卑門家並びに

とを得た｡.

性能 電 瀕

整流方式

整流管

Ⅹ線管

係各方面の好評を1専ri-るこ

弓-1相 200V 50/6恥も

令放懲溌γレソ､ソ氏結線

Ⅰく0-】Or)

∴市焦は

大焦点

′J､焦点

･1個
SI〕Ⅰし1(〕/2

0rnlmX5111n1

2r11nl)･こ21111】1

透視及び治頗 95ⅠくVl】･1nユA連続

環 影 大 点 6P.KVP30011ユA O.2sec

小焦点 60KVP30IllAl.nsec

高圧発生器容量 60KVP500nlAl.Osec

特徴 診療用Ⅹ線装僧正於て-･番 要な事ほ､透視或

ほ撮影を行う場た､常に鮮明な影憮或は写直が得らカーしろ

で､且つその閂現性が確実で､何時でも同じ調子の写

寧か掛′t′る事でiJるL∫勿論使用上便利で故障を超さない

ものでなくてはならぬし の要一墨な開足する

た捌こ､御伽勺構竜､制御方式等に各挿の新しい考宰を

施してあり､診療用Ⅹ綴

で､その特徴の_jてなる点を

11 点Ⅹ線管

透視ほ普通4m.A

間として最高水 を示すもの

げれは次の如くでぁる｡∵

前後の聞流で､行うのでⅩ線管球と

1一ては2～3kWの容量があれば十分であるし,撮影は200

-300mAを流すので10kWの管球を必要とするわけ

てぁるレ影像の鮮明度の点から許す限り焦点の小さい

7)潤まい､ので､二重焦点管球を使用し透視ほ小

掘影は大 点で行うのが最も理想的である｡

点､

∴罵焦点Ⅹ線管球は1本の管矧′こ､大小2偶のと

∴ノントを封入L､透視の場合ほ小さい方のtご-7メソト

を点火し小焦点を結ばせ､撮影の場合は大きい一方の巨･ウ

メソトを点火して大焦点な結ばせるものであるが､使用

上の便利と安全のため､之等ヒラメソトの切換は日動的

に行わなければならないし本装帯では黛点切換器を托常

位掛こ設けば､津祝ほ小焦点､撮影ほ大焦点となる､透

視撮影とも小焦点を必要とする場合ほ､焦点切換器を小

焦点側に入jしれ･ばよい､但t_この場合撮影電流が3r)

許

志≡¥

節1図

FiF･ミ.1.

第コ･-l･作 窮5号

-

日立二琉焦点診療用Ⅹ株

Ⅰ~IitaclliDoul〕1e FocusDi瑚Or]OStic

Xhlミay Unit

nlAを超けキ十ると白働的に大尽㍑‡に切換えられるのて､

.i】↑去って小用.亡(に大間流を通じで焼損するような二iトJそれほ
鮎､=椅歳灘=ン30mlA以卜に減少させれば､再び小舘

点に打倒的にほるし.焦点切換器せ大 瓜:こ入れれば透視

撮影とも大焦点となり､普通のSI)0-10を使用し.たの

と同様となる｡

2)Ⅹ睨管ヒこうプ～ントの定電圧 置による加熱

Ⅹ繰腎電流の大きさはヒラメソトの加熱昆匿により決

定さjしるか､Ⅹ線放射時の大電流による絹瀕寓耶隼下の

影響を旦す､ヒ･ノメソト加熱補流が減少し､従ってⅩ線

管電流も亦減少して､所要のⅩ線嚢せ甘すことか川来な

くなるおそれがムる､.本装置でほ磁気共振瀾儲雁安定器

むⅩ線管ヒブノント加熱用壕揮 の一次側に挿入し､ノFl三

源偶作の蔓制に無関係に常に一定の竃拝を加える様にL

てあるので､Ⅹ税管電流ほ常に一嚢に保つことが出来る.

3)ケノトロン整流管lニラメソトのフラッシ

ケノトロソ管とⅩ線腎ほ幸矧盲器の二次側に直列に挿

入される事になるので､二次精悍ほ両者の聞に配分され

る形となる.然ろにケノい†ン管球の内部間作降下を最

供に保ち､Ⅹ硯管電流を流すた捌こは､閤任電流将性の

比例部分で動かせる為め､十分のトラメント加熱を与え

なければならぬ､ニ ケノトロソ野球の寿命ほ7Ampにて

5-6,000矧札 8Ampにて150時間くらいと云われ

て障るので､ヒウメソトの加熱はH乗る限り低く､加熱

時問を短かく〉･トむ事が望まい､_.その為ごわ本装甲では､

ケ′トロン管･伎びⅩ税管のヒラメント加熱調整用の各抵

抗器を､同一風上に取付け､Ⅹ線管電流の大き封こ応じ

ケノト｢′ン管lニラノントの加熱を調卑し､撮影の0.2～

0･3秒前にフラウシを行わしめ､Ⅹ線管電流を十分流し

得て､内部電拝閣下も最低となる様な､ヒラメソトの加

熱を与えろ､Ⅹ繰の放射が終れば自動的に前の状態に復

小言汁る､こし｢桔こしてヒラメントの加熱温暖を必要の限
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妊に保つと同時に､フラッシ時聞を極めて短かく1る

事が出来るので､従来の方法に比しケノトーーンのホ命時

間数宜1桁延長せしめろことが山菜るr.

普通の 龍ではケノトl--ン管の同属位に在る2箇のヒ

･ラメソトを1箇の変圧器から加熱Lて㍍るので､多少特

性の異る2箇のヒラメソトの電流を偶々に調整する事が

出来ないと同時に､その内の1箇のヒラメソトが 断し

た場合､他の1箇のヒラメントを過熱するおそれが有つ

たが､本装置では4箇の加熱用変圧器を用いで各個別ノ÷

に加熱し､同時に制御賦の電流計及び押釦により省一踵の

加熱状態を知る事が出来るようになって

庄調整の円滑

電源電圧ノぇびⅩ鋭管電圧の調整用として､独特の摺動

刷f∃削`■し巷変圧娯を使用して居るので､

統偶に円滑に行われる｢

5)過大電流防止装開

透視中

托の調 ほ連

大電流によるⅩ鋭障パを防止するたゼ)､透視

竃流はl(〕mA以lごに制限する必繋がふる1-.普通にほ主

変圧器の一次

主要庄器励磁

琉で池fl荷継電器を動作させて居るのて

流の影響によr)､95KVPlOmAに調

すると､60KVPでは20～30mAでなけれほ終電普芹が

動作しない事になり､障胃防

躍では10mAで確実に動作サ

が不完全でふった√､

持る の継慌描せ使用し､

主要庄器の二次側廿性蘭こミリ電流計と血列に挿入して

直接Ⅹ線管電流により主度庄旨:トー次側の主開閉岩注を制御

するので､電圧に無関係く･こ確実に10mA程度で作動

し､安全度が高い.｢

6)指示計器の自己照明

透視時制御感の計器の隋卜附こ放光板の観察の瞳法王た

らぬ様､ランプの回路に可変抵抗器を入れて､n由に刷

るさを加減‖来るようiこなって居るハ

断器の改良

従来Ⅹ睨装跡こ於いて最も故障を起し易かったのは､

主回路の 断器で､ 断電流が大きく使用頻度井高いふ

であったが､本装罠でほ以前より電動機川としてすぐれ

た性能な拍ち､すでに定評のある銀接点を使川した電磁

開閉ぶを採用して居り､すでに上畠荷電流で10()万国以

上の存命き朝命を行い､何 故障を起さなかったもので､

遮断器故障の不要な完全に除く事が招来た`､各種の輔肌

国路の操作も同じ電磁開閉昔謹を使用し､完全に電気酌硬

動式となって屠るので､操作を誤ってⅩ紋管を焼損し7rこ

り､操作部こ危険を与えたリサるおそれは無く､非常に

便利に確実に操作する乳叫11来る._､

S)高圧発生装世の軽鼓小型化

主変圧器｣簡､Ⅹ 管ヒラメント加熱用変丑灘2箇､

グノトl--rン管及び其のヒラメンl加熱用変圧器巻4箇､

を鉄板製宇謂に油没収納したも(りで､設計の合理化､絶

縁力式の改善により､小型軽量化に蛇功して居る｡構寺

･'な性器の~二次格娘はどニルフー4~ルーマ･r-ル絶縁線を使用

~L､ワニぺの完_とな_吐空処理により､信厩度の高いもの

であるト

9)透 視
J､

Lコ

透視台その他の棟械部分は､各部当家の点見を 執し

て､診断に都合1く､操作が軽く便利な様朝新な設計を

施し､精密な二1二作と柏待って､何れの位置､何れの角度

てヰ)日出に操作する各科｣_l来､ ､時間の診断にも疲労

を感じない.-､透視台の反対傾斜は10〔であり､Ⅹ線管球

との結ご㌻ほ日動 結式で､中心位置を合せて押込めば自

動的に完全に結rナされ､釦を押せば直らに離脱出来るの

で楳作が非常をこ迅 軌単である｡

10)そ の 他

制御盤その他各部の構造意匠ほ､インダ､ストリアルヂ

サインにより､形状がスマートなばかりでなく､使用_と

にも便利な枝多くの工夫が施されて居る√､機体の塗装も

用機凝ほ､白文は黒に限ちれて店たが､息音の

感情を考慮して測るい温和な親しろ人の有る色調とするた

め､ウイトブルーの塗装を行い新鮮な感せ与えて居る._,

ニューマフイル用電動機

粍紬掛つ能率増進と品位向上のため研究されて来た二

二t-｢---7フィルほ､その効果の極めて大きいことが立証さ

れ､舘防伍会社は挙ってこの設備を行い､近年斯界の寵

児となっている.｢

日立製作所亀戸工場においては､ 機､顔楯総合生産

の特色を生かしてモートルブー一丁'7rを作り､すでに数十

台を紡精麦即こ造り律して ているが､ 動機のみを要

する紡績会社もまた多く､その錆軌こ応ぇて作られたも

のである.､

ニューマフイルノ電動機として必要な上特性は

1･性能良好なこと一桁紡機1むに1箇使用するため､

消費電力亦大きくなるので

･1

ヽノ.

4..

5,

6.

力費節減のため

混腫上昇が砥いこと血貼付場所が通路に近く人にふ

れる機会が多い.｢

防埋攣卜綿魔の多いところで使用されるため

振動の少いこと一高 あるため

フランヂ坦一電動機脈付位ほと据付面積の関係上

きやすいので

こと一過終に近く据付けられ､目につ

しいことは商品仙伯を非常に高める..

･三吉た寸法も小き跡こ特に軸方向の短いことが要求される

ノ宮司作った電動機ほ､以上の特色を1nO%備えているの

みでなく､保守上の便宜を十分考慮して設計製作されて

いる,､

こ上聞剋な採用したことほ､今まで他の電機
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メーカ←に見られない特色である｡

仕 様

型 式

電 圧

サイクノl

出 力

極 数

回転数

TOY-K

小川Ⅴ/■400V

60`も/50qプ

1HP

2極

3,600r･p･m･/3,000r･p･ⅠⅥ･

性 能

能 率(仝負荷に於て)

力 率(

滑 り(

温度上昇(枠)

85.6%

86.5%

2･3ク'左

17.5仁C

日 立

日立モートル､アルゼンチンに大豊進出

･′ルゼノチンにほ先に発電所セットを輸出し日本の技

術を大いに発提したが再び小型三相

余の註文を受けた〔この

導竃動機2,000台

動機は構造､竃圧､塗装等が

標準電動機と異る特殊の仕様のものであり､而も納期は

二ニカ月∴トと云う短期旧でもった｢設 ､材料手配､製作､

検査等全力を挙げ努力の結果､上述の様な種々の要求に

もかかわらず設計者辛から発送迄70日と云う驚異的記

で完成､日立の実力を遺憾なく発揮した｡･

今回の受話はアルゼンチンに於て我国の小型竃動機か

評価される試金石てあるが､今後の引合に対して必ずや

好影響せ与えるものと考える｡この 動機の製作に当つ

ては設計､製作､荷造等あらゆる面に細心の注意をほら

った(1ilJち指定構造の卜で十分混度上昇に余裕をもち完

全な絶縁処理を行い､工作も入念に､時に塗装は極めて

寵なものに仕上げた｡荷造は長い船旅と乱暴な荷役を

考慮し､頑丈な梱包とすると共に完全に耐湿性とし湿気

による絶縁塗 の劣化を防止する等､万全を期した∩

酪農掴から近代[司家への発展途上iこあるアルゼンチン

に於てJ日立モrトルの架す役割は大きいであろう｡
電動機の仕 は次の通りである｡

開放保護防滴型三相誘導電動機

EF一一K 4極 380V 50qコ

1.2･3･4･5･7.5･10･15HPの各種

東京ガス株式合祀納都市ガス圧送用2,200ⅢP,1,800

ⅠIPターボ圧縮機及び東邦ガス株式金融納500kWタ

ーボ圧縮機受註決定す｡

東京､名古屋を初め大都会の戦災による敏壊は今更ら

述べる迄もないが､終戦後の復l臼はめざましく､それに

ともなう都市ガスの消費量も急 増大して各ガス会社

共設備の新設､改修に鋭意努力中である｡

今股日立製作所の受話するところとなった2,200HP2

台､1,800HPl台及び5001(W2台の各ターボ圧縮機ほ

第34巻 第5号

･.∴‥ ∴

Fig.2.

アルゼンチンに進川する口立モートル

HitachiThree Phas3 tnduction Motors

Exporting Recently to Argentine

実にこの増大せるガス霜雪引こ対してガス仕送川としての

使命を描びたものである.

本機は漸新な設 により各部構造に於て各種の新しい

効果的な刀法を採用して効率の高きことは勿論ガス用ダ

ー諷圧縮機として完壁な構造をもったもので､都市ガス

圧送用としては容量に於ても､馬力に於ても甘木最大の

記録品である;-

即ち本タ←ポ圧縮機ほ羽択坤､回 軸､案内羽撮､ケ

←シ㌧/グ等を綜合して流体力学的に最も理想的な形状を

採用し､現駐車材料は最高級ニッケルクロム強敵銅の

造品としてその用達を極めて高くとることによって羽限

率段数を減じて全体の形態を小さくすると共に､フィン

付チュ←ブとガス通路に考王家を払った比較的小型の中間

瓦斯冷却器を本体両側に分割して攻付けることにより此

種ターボ圧縮機として今迄にない高効率なものと-した〔

叉有毒であるガスの機外への漏州を防ぐ に特殊構造

の水封装i毘を使用して文字通り絶対漏洩防止構造とした

点､増速歯車溺偶の鱒軍はニッケルクF′･-ム銅調質彼マ

rグギヤーダラインダ←による最高級研磨を施すもので

あること､その他各部に於て現在使用されつつある都市

ガス仕送用プロットの不十分な点を全て解決して居るも

ので臼ド秋の活躍を期待して製作に日夜努力中である｡

荷仕様の概東は次の通りである〔

東京ガス株式会社納

型 式

風 量

フ1†J ワ ー

IMB一一GH

500m3/min

風圧(吹込側Jl,033kg/Cm2
(絶対)

′電 動 機

型式 VRW325/36-2

庄 3.000V

周波数 50⊂も

(吐出側)2,733l(釘cm2回転数2,970r.p.1n･
(絶対)

回転数

温 度

6,000r･p.m.出力 2,200HP

300C 比重 0.7(対空気〕
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但し1｡8UOIiPほ風量417Ⅱ13/-minでく.任九 回転数

及びガラスの状態は2,200HPと同一--でもる′〕

東邦ガス株式会社納

ブりワー 電 動 機

型 式

風 遺

IMB--GfI 型 ≡式]肝~UX--CXXI

190n13/lllill 電Jl三 3′000V

風托(吹込酬)1,(I2751く釘Cnll周狸数 60`も

(絶牡)

(吐～月例)2,㈹8k釘Cnl豊 国転数1,765r･p･m

＼
■
ノ対絶ノし

画板数 7,150r,Ⅰ).1-1･出 力 500kW

温 度 350C

日産化学工業株式会社網2,6001IP 原料ガス圧縮機受

註決定す∩

最近の化学工 は長足の進歩をなLつつふり､呑 雌

工場に鋭迂その設鮨の拡充を計っていろ.′､掛二様素ほ戊

樹脂､肥料等多方面エリの講瀕に上り､目下化学工業

の観リJとなっている〔､今般日立 作所が受言いノた2,600

tl.P原料ガス圧縮機は日産化学のかかる計両に基く拡

設備の主機となるヰ)のでぁろ･

本粗描潮ガスな約1状可cmコにJ一巨編Lて水 塔に選

り､択酸ガスその他の不純物を挽淋し酎二之も暇人して

:】00lく可clが迄任縮する6段圧縮機でその_･｣二歩仕

な=くて鳶.)る｡

並列横錨型6段J粛 機

量(標準状態にて)7,5001113/11r

吸入圧力

吐J_二H圧力

回転数

電動機

50mm水柱

300Ⅰ(g/cm2

150r.p.m.

2,600 期▲同P
TュTL▲

は次項

本機は並列で1,3,5段シリンダーな一刀に､2,`1,G段

シリンダ←を他力に配辞して力の平衡せ極凍て合 杓iこ

して､機械基礎の振動を可卿勺に少くなる如く配列され

てあり､各主:頭部分は設計はいうiこノ如:ビザ材料､熱処理

工作及び組立に細心の托点を払って耐磨耗性の向上を計

りイi一浦i性のある長期の運粘い吊!来る如く 画されてい

過去5,000HP,2,4(拍HP,1,800tiP等々高圧ガス圧

縮磯を 作して粟た技術を十二二分に発揮して完成の睨の

雄婁を期したがら､目卜設計製作;に余念のないとこノ1で

ある.,.

日立オートマチッククリーナーユニット誕生

紡績工程の無人運転の要望に尤読て､寸←卜マナノク

クリ←ナトユニットの量j衝こ入った.･,このユニット(･よす

｢トマナッククリトナーと寸【卜マナックニ/トリンゲフ

ァンとよりたり､■一定の時間をおいて根城上に取付けら

れたレ【ルの上な尭り､機械と天井に附有Lた純暦を吹

第3 図

Fig∴;.

給紙機上に取付けたクリrナトユニ ■ト

Cleaner UnitInstalled on Spinning

Machine

飛ばすものて､-▲科こ技ぶ奨地運転の結果､構造､性鞘

等にその優秀さが証明され斯界の注目な浴びるに至つ

た｡

その時長ほ

1.紡横磯械と作

2.

4.

室を自働的に清偏L､いつもきれ

いに保つ.‥.

従来明働力の約削ア∠む費lていた綿層の掃除.七二

省け勃働カの節約が計れる.一

大井その他にぷら下った房が糸の｣二に落1ごして糸

切れや抑を

善となる｡

生させていたのが除かれて､糸賀の改

作業室引ノ｣の温 度の均一,一化か得ちれ､品質J)均一･

性が碓任される｡

糸質の向上からひいては粗甜･i叫｢‡来栄えも良くな

り､後続工程も向上するト

=重焦点Ⅹ繰管SDR-10/2完成

1)0ⅦもIe･■fo(:uSSed X-ray Tube,

Type SDR-10/2,Completed

日立製作所茂 工場でほ今回斯界の靡望

に応じて二電焦点Ⅹ線管SI)R-10/2な完

成し､日立Ⅹ線管の面目を更に一王新しノた｡

このⅩ線管く･･ま大′トニつの焦点を有するも

ので､次の特長がある.r

l.短時制撮影の場合は大焦点を月Jい､

透硯又は長時制撮影の場合は小 慮を用い

て鮮明な偽を得ることが出来るし､

2.大焦点と小結点の位置か重たってt･､

るた鎖Ⅹ鋭装提の放射口の中央に何れの焦

第4 図

Fig.4.

二重焦点Ⅹ棟管SDIし10/2

1~)ouble-fo(:uSSe〔t Tytle

SDR一-10/2ⅩRray T
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点も侍従セしムうることか～_作来る｡｣

3･大舘点側と小 点例のフィラメントに関する特性

刷司し:にたっているため､Ⅹ線装置の制御関係は簡単に

んこ烏(.

4▲ キ等量は10lくW と

k 分l最大入力

犬鷲 点

小銭 点

2kWの最も撮影に多く川いら

箪1

評 論

れるものである｡

5･外形寸法ほ標

第34巻 第5号

品種SDR-10,SDW¶10又は

SDOllOと全く同一であるため､これ等を用いたⅩ線

装置には ∃単に使用出

二 重 焦 点 Ⅹ 頼 管 Sl)R-10/2 定 格 表

Tablel･Rati瑚SOf Double-focussed Tyl㌍SDRrlO/2Ⅹ-rayTubc

､

･

･

‥‥･ -
･･･ ･

･

●
‥-

●
･

‥
･･

､

●-‥-
‥･･､-･-･･

･････､ ‥ 一
一●･●ヽ●-●ヽ●ヽ-･

ハ.】

く〉

独立直後のメーデーに流血惨事を 起L､引続いての

早大事件といい､矧こなげかわしい文化L.q家である

5Jl､椎名竺日が続き行楽にハイキングに旅行に末

許有の人=て､1!･ミl鉄tてつ私鉄その他旅別混泉郷ほ賑わって

こ(八人上部;場のような トj_~l暴力は闘った`ものである..

恒令i]本ほ独立して7年劫ミリに漸く【!七罪人りと肩目1

基てむ∴剖敏明一l払う㍉､つまても敗戦国てほf_一法法子であ

る〔

弟34巻 日 立 論 第5号

･!潤一‥∴∴.∵∴
誌 数

1 カ 月 分

6 カ月分(4割引)

1カ年分(4割引)

定 価

¥ 100

送

ミご 12

¥ 4301(送料共)

ノ¥
840;(送料共)

◇

本誌も愈々お約束通り本号より昨年来の発行起延をと

り戻し､5 月から毎号その月に配本する予定ですから御

諒承ドさい〔｡

本別よ巻弧こ 東北電力田沢沼P.S23.000kVA水車

交流発竃腐｣及び｢制御装置｣に閲すろ2篇を発 したが､

前掛は櫛軸フランシ′ス水車として､本邦最大世界的にも

㍊録品であって､その設計製作に当った日立製作所の苦

心に対しては敬意を表寸るものである｡この他｢印度マ

ズラP･S納の12,500kVA タービン発電機｣といい､

他の8篇共に夫々異色ある研究論文揃いで本号は｢陽春

号｣ともいうべき内容の豊富さを誇るものである｡

､

く>

楠本誌ほ毎年2回､窟期刊行の12冊以外に別冊とし

｢特集号｣を編さん､日頃の御厚意に報いる一方､執

筆陣各位の清澄なる研究向上に協力､真

巻に纏め上梓することに決定､近くその

｢気体擬E 係｣特集号を発行すべく目下

なる論文を-一一

No.1として

備中である｡

何卒本誌同様御愛読の程を御願い致します｡(寺沢生)
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